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視察先・概要

東京都板橋区

人口：526,150 人 世帯数：276,947 世帯 面積：32.22ｋ㎡

特記事項：住みよさランキング 2016（東洋経済）総合 658 位

（安心 775 位、利便 292 位、快適 64 位、富裕 121 位、住居 806 位）

視 察 項 目 「小中学校におけるキャリア教育」について

視 察 概 要

１．板橋区のキャリア教育について

(1) キャリア教育の位置づけ

いたばし学び支援プラン 2018 において、これからの社会を生

き抜く力の育成の中で豊かな人間性の育成のための重点施策とし

て「キャリア教育・体験活動の充実」をテーマとする。

(2) 「わたしたちの進路－自分づくりの旅へ－」の活用

小中一貫したキャリア教育を推進するため、板橋区独自でプ

ロジェクトチームを立ち上げて作成。発達段階に合わせて小学

校第５・6年版、中学校第１・２年版、中学校第３年版がある。

(3) 外部人材の活用

地域教育力を生かし、活用型の授業や発展的な学習を充実させ

ることができ、教育効果が高まる。板橋区法人会と連携を図り、

中学校の職場体験の受入事業所の紹介を依頼している。

(4) アントレプレナーシップ教育（起業家教育）の推進

平成 28 年度より、区立全小中学校で教育課程に位置づけを実

施。小中学校各１校を研究指定校と位置づけ、学習活動のモデル

の開発及びその発信を行う。

２．板橋区起業家教育普及促進事業について

(1) 事業の背景

板橋区及び教育委員会で、平成 27 年度経済産業省起業家教育

普及促進事業について、板橋区のキャリア教育モデルと位置づ

け、将来的には教育部署と産業部署が連携のうえ、キャリア教育

における「板橋モデル」として確立、さらに発展させていくこと

を目指す。



(2) 平成 27 年度経済産業省起業家教育普及促進事業採択の流れ

５月 15 日 公募要領公表

６月 12 日 募集締め切り

７月 採択（平成 27 年度採択学校・団体等 ７件）

(3) 実施状況・実施内容 （区内４校にて実施）

セルフウイングプログラムは事業計画の策定から仕入れ、製

造、販売、決算まで一連の会社経営の仕組みを体験できる実践的

な内容となっている。また、同プログラムの実施に際し、教員及

び地域の学生が運営にかかわることで産学公の連携を強化。各人

が実施ノウハウを吸収し、持続性ある取り組みとなるように図

る。

(4) 児童生徒の反応・成果（合計 165 名の生徒が参加）

働くことの大変さだけでなく、友達と一緒に学習することが楽

しいと思う児童も多くいた。また、他者を認めるといった態度も

見受けられた。

(5) 今後の展開

教育委員会と産業振興課、企業活性化センターで協議し、平成

29年度は企業活性化センターで一部小学校における起業塾経費を

検討中。

所 感

※視察しての感想

や岡崎市への提

言など

・アントレプレナーシップ教育（起業家精神を育む教育）により様々な

経験を生かし自分の良さや可能性を発見し、チャレンジ精神を育成す

る。小中学生における一貫教育。義務教育中は延長教育としてかかわっ

ていけるが、終わった後の対応が疑問。

・職業体験は岡崎市でも実施しているが、板橋区のようにキャリア教育

の小中一貫とはなっていない、せっかくなら連携を取った教育の仕方を

取り入れたほうがいいと思った。まずは義務教育の９年間でのキャリア

教育だとは思うが、その後の高校でも何とか連携が取れれば、卒業後に

就職を考え出す生徒がいる中で「起業家精神の育成」や「起業家資質や

能力の育成」が生かせるのではないかと思った。

・いろんな実例を見て、議論を重ねていく必要性を感じた。小中一貫で

キャリア教育を発展的な活動の繰り返しで取り入れていくことは重要。

ただ、小中学校にアントレプレナーシップ教育の必要性には疑問が残

る。少ない時間において、まずは農業など様々な職業を体験・学習して

いくことが先ではないか。そして、キャリア教育には子供と親と一緒に

参加、学習してもらえる環境づくりが必要。「働くこと」に関して親と

も語りあうことがキャリア教育の現実的な重要な基本となると考える。

・将来、子どもたちが社会で生きていける力を身につけることは重要で

あり、キャリア教育の必要性を強く感じた。自分がどうやって生きてい

くのか早い段階で見きわめることは充足感のある人生への近道である

と考える。その自分を見つけるためのプログラムが年代別に分けて完成

されていた。本市においては既に体験型の取り組みはしっかりとなされ



ているが、今回学んだ内面的なキャリア教育のプログラムを既存のもの

と照合し、さらなる強化をすべきと考える。

・小中学生に対して行われているキャリア教育、特に「私たちの進路」

というテキストでは大人でも記入してみたいと思われるものであった。

是非、高校生まで継続してやっていけるような教育体系を期待する。

・キャリア教育について学ぶべきものはあまりない。しいていえばキャ

リア教育のカリキュラムが小、中を通じてつくられていたことである。

教育は継続性が大切だと考えている。本市でも「○○教育」を推進して

いく場合は、年間を通じて小中連携したカリキュラムづくりが大切にな

ってくる。

・起業家教育の目的は明確にされているが、現場（学校）との考え方に

違いが多分にあるように感じた。事業が始まって６年経つが結果分析が

行政側でされていないことにびっくりした。ただ、毎年お金を使ってい

るだけか。絵に描いた餅になっていないか。

・板橋区が推進する小中学校におけるキャリア教育は、児童・生徒が将

来自立した個人として成長するための土台づくりで「一貫教育」となっ

ている。関係団体（産業連合会・商業連合会・法人会など）との連携を

図り、職場体験を充実させ、勤労観や職業観、自らの将来、板橋区の未

来、夢や希望を育みさせている。キャリア教育の充実のため全学校の実

態にあった小中一貫のキャリア教育年間指導計画を作成させ、進められ

ている点は本市の参考となる。本市も１０年前から「キャリア教育」が

進められているが一貫教育とはなっていない、参考にすべし。本市の特

色ある工業及び農業の見学・体験活動を充実されたい。

委員長の総括

経済産業省の「起業家教育促進事業」を活用し、将来の板橋区を担う産

業人の早期育成を図る目的で、小学校４校で実施された活動について説

明いただいた。板橋区では平成 22 年から「子ども起業塾」として毎年

度開催されていたことと地域に商店街が多いという下地があり、その内

容をもとにプログラムを再編成し実施されている。また、「小中一貫キ

ャリアガイダンス資料」を平成 20 年より小５～中３までの全児童・生

徒に配布し、キャリア教育の推進を図っている。教育課程の中にキャリ

ア教育を位置付けていることは重要である。実践体験を通じてビジネ

ス、会社経営、経済の仕組みを肌で感じることはこれからの子供たちに

とって大変重要なことと考える。キャリア教育が「ごっこ」になっては

意味がない。長い目で見た時に、今から本気でキャリア教育に取り組ん

だところとそうでないところの差は出てくると思われる。本市にあった

ふさわしい方法での取り組みを希望する。


